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論 文 内 容 の 要 旨
(1) 癌の治療面における臨床応用を目的として, A lgire の原法に準じ diffusion ch am ber を作製した｡
この ch am ber を用い, これを正常動物および担癌動物の腹腔内に挿入した場合の宿主反応, 腹水の経
時的浸透率および宿主細胞, target cells の cham ber 内外への漏出入の有無等の諸点を検討した｡
(2) M H 134 腹水肝癌, E hrlich 腹水癌, Sarcom a 180, 吉田肉腫, M C /4,5, N F Sarcom a, B ash ford
carcinom a 63, および人癌等の各種腫癌細胞を cham ber 内に封入し, 実験動物あるいは愚老の腹腔内
に挿入すると, autograft, isograft および hom ograft としての腫癌細胞は initial drop の経過後いず
れも長期生存ないしは発育増殖の所見を示した｡ 陸揚によっては, cham ber 内に一定時間培養するこ
とによって細胞学的に形態の変化を生ずるものも若干認められた｡
(3) レントゲン, プレドニソロンで conditioning を行なった dd 系マウスおよび W istar 系ラットの腹
腔内へ, 吉田肉腫および E hrlich 腹水癌, M C /4,5 を封入した ch am ber を挿入すると, ch am ber 内
腫癌細胞の比較的著明な life prolongation がみられたが, 積極的発育増殖の成績を得ることはできな
かった ｡
(4) 癌患者の領域淋巴節の組織免疫学的役割を検討するため, その hom ogenate を原発巣腫癌細胞と一
定の割合に混合して cham ber 内に封入し, 組織学的に検索したが陰性の成績を得た｡
(5) 腹腔内に挿入した cham ber 内における各種健癌細胞が長期生存ないしは発育増殖する事実を応用し,
体液の関与を含む場における各種制癌剤の sensitivity test を行なったが, 本法による判定成績は実験
動物腫痔においてほ諸家の治療実験の成績とほぼ平行関係の成立することが認められ , sensitivity test
としての本法の有用性が示された｡ 結果の判定には7 ないし10日前後が適当と考えられた｡
(6) 人癌特に胃癌について sensitivity test を行なった結果, 胃癌10例中, マイトマイシン C :22% , ア
ルキル化剤 :40% の有効率を得たので, L N .K .法およびその他の cultural m ethod による sensitivity
test の成績と対比し若干の考察を試みた｡
- 3 58 -
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
A lgi re の原法転準じて diffusion ch am ber を作製し, その中に動物癌, 人癌の各種細胞を封入し, 読
当動物, あるいは患者の腹腔内に挿入すると, 腫癌細胞はながく生存ないし発育する｡ これらの動物に各
種制癌剤を与えて cham ber 内腫癌細胞のこれに対する sensitivity test を行なったところ, この方法に
よる test の有用なことが立証された｡ そのさい人胃癌10例の testでマイ トマイシンC は22% , アルキル
化剤は40% の有効率を得た｡
このように本研究は学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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